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考える時間を持とう。 
 
先日目にした風景に考えさせられました。 

高校生が放課後 3 人でショッピングモールに集まっていました。3 人で集まっているという

のに互いに話すでもなく､それぞれがスマホに向かっていました。しばらくしてまたそこを通

りかかりました。やはり同じくそれぞれがスマホに向かっていました。 

もしかしたら今の日本では当たり前の光景なのでしょうか。 

高校生でもスマホを持つ子が増えています。 

電車に乗っても､友達と会っていても誰もがスマホから離れられなくなっています。 

相手の顔を見て話す､感じる、それよりもスマホに向かうのは、現実逃避と言っては言い

過ぎでしょうか。 

 目の前にいる相手とコミュニケーションを取り嫌な思いをすることがあっても乗り越える

経験を積まずして人間として育っていけるのでしょうか。 

大人も同様です。 

 夜遅く帰ってきたパートナーがご飯を食べたらすぐスマホやパソコンに向かってしまうと

嘆いている奥さんがいます。長時間労働で働いて疲れて帰ってきたときくらい好きにさせ

てほしいそうです。大事なパートナーの心を踏みにじっていませんか？家族で築きあげる

積み重ねを省いてしまうと年を重ねて、共に歩んでいくことが出来なくなりませんか。 

 ちょっと考えを変えて、画面を見るのを止めてみましょう。頭の中から刺激的なニュース

や映像が消えて、静かに考える時間が生まれます。考えることができるのは「人間であ

る」ことの特権です。 

スマホも携帯もパソコンもテレビも電気がないと使えません。 

電気が使えるというのは文明社会であることの証拠ですが、日本で24時間電気が使え

るようになったのは長い歴史の中でほんの数十年のことです。またそんな生活も自然災

害の前にはあっけなく崩れます。電気がなくても日常生活が過ごせるように考える力を身

につけませんか。                             院長  坂根 みち子 

 


